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１. 施策の体系 
 

本市の自転車を取り巻く課題を踏まえ、本計画の４つの目標を実現するため、10の方針を設定し、その 

方針を推進していくための施策と、実施すべき具体的な取組を以下に整理します。 

また、本計画の目標とＳＤＧｓに示された 17のゴールとの関連性を整理し、ＳＤＧｓの達成に向けて、 

本計画の取組が継続的に推進していくことを目指します。 

 

目標 方針 

目標Ⅰ. 

サイクルスポーツ振興による 

都市の魅力の向上 

１.  

自転車競技を活用した地域の新たな魅力づくりの推進 

２.  

サイクルスポーツ振興を支える人材の育成の推進 

 

 

 

目標Ⅱ.  

サイクルツーリズム推進による 

地域活力の向上 

３.  

魅力あるサイクリングコースの創出と情報発信の推進 

４.  

サイクリストの受入環境の構築 

 

目標Ⅲ.  

安全・安心に自転車を利用できる 

環境づくり 

５.  

市民の交通安全意識の向上と自転車の安全性の確保 

６.  

安全で快適な自転車走行環境の構築 

７.  

安全で快適な駐輪環境の確保 

 

 
 

目標Ⅳ.  

自転車利用の裾野拡大による 

市民生活の質の向上 

８.  

日常における自転車の利用の促進 

９.  

自転車を活用した健康増進と環境負荷低減の推進 

１０.  

自転車を活用した防災の推進  

第５章 取組施策と評価指標 
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 施策 取組 

 1-1 自転車競技大会及びイベン

ト等の開催 

1 トップカテゴリーの自転車競技大会の誘致及び開催 

2  市民参加型の自転車競技大会等の開催 

3  自転車競技及びパラサイクリングの普及啓発イベントの開催 

 2-1 自転車競技者や指導者等の

発掘、育成 

4  アスリートを目指す契機となる機会の創出 

5 自転車アスリート及びパラサイクリストの育成の支援 

6 指導者の養成・確保・活用 

7 競技大会等の運営を担うボランティアの育成 

 3-1 魅力ある資源を活用したサ

イクリングコースの構築 

8 富士山一周サイクリングルートと太平洋岸自転車道を接続するルートの構築 

9 近隣市町と連携したサイクリングコースの形成 

10 市内を気軽に周遊するサイクリングコースの設定及び整備 

11 オリジナルの路面標示や案内看板等の整備 

3-2 市内外に向けたサイクリン

グ等の情報の発信 

12 サイクリングに関する情報発信 

13 自転車関連情報発信ツールの多言語化の推進 

14 海外に向けたサイクルツーリズムに関する情報発信 

 4-1 サイクリストが快適に過ご

すための環境の構築 

15 サイクリスト受入機能を持つ施設やサービスの促進 

16 観光客向けライドイベント等の促進 

17 サイクリングガイドやサポートライダーの育成の促進 

18 公共交通と自転車の連携を促進 

4-2 観光客等の周遊性の向上に

つながる機能の充実 

19 E-BIKE等を活用したレンタサイクル事業の推進 

20 シェアサイクルの導入検討 

 
5-1 自転車の交通ルール・マナ

ー等の広報啓発 

21 幅広い世代に対しての安全教育の実施 

22 自転車交通安全啓発ツールの活用による通行ルールの周知 

5-2 安全な自転車の利用促進 23 安全な自転車の購入や定期的な点検整備を促進するための広報啓発 

24 自転車損害賠償保険の加入促進 

 6-1 自転車走行空間の計画的な

整備 25 自転車走行空間ネットワーク計画の策定 

 7-1 駐輪場の利用環境の向上 26 駐輪需要に対応した駐輪環境の確保 

27 防犯対策及び放置自転車対策の推進 

 8-1 自転車に対する興味を持つ

ためのきっかけづくり 

28 自転車の魅力を発信する施設の整備 

29 トップカテゴリーの自転車競技大会の誘致及び開催【取組 1再掲】 

30 自転車関連製品の開発事業者との連携 

8-2 日常生活で気軽に自転車を

利用できる環境の確保 

31 日常生活における自転車利用の促進 

32 シェアサイクルの導入検討 【取組 20再掲】 

8-3 市民が気軽にサイクリング

を楽しめる環境の構築 

33 市内を周遊するサイクリングコースの設定及び整備 【取組 10再掲】 

34 市内周遊のサイクリングコースを活用したライドイベントの開催 

 9-1 自転車を活用した健康づく

りと自転車通勤の推進 

35 健康増進に関する広報啓発 

36 自転車通勤等の推進 

 
10-1 災害時における自転車活用

の推進 
37 自転車を活用した災害時の危機管理体制の強化 
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２. 具体的な取組内容 
 

目標Ⅰ. サイクルスポーツ振興による都市の魅力の向上 

方針 １  自転車競技等を活用した地域の新たな魅力づくりの推進 

施策 1-1 自転車競技大会及びイベント等の開催 

取組 1 トップカテゴリーの自転車競技大会の誘致及び開催 
取組内容 

 

○ トップアスリートの選手を市民が間近で観戦できる地元競技大会を開催 
 

【具体的な取組事例】 

・一般公道で行うロードレース大会 

 

 

 

 

 

 

 

・起伏のある地形を活かした MTBや BMXなどの競技大会 

 

 

 

 

 

 

 

・富士山麓の林間や海岸の砂地など、様々な地形を利用したシクロクロス大会 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、道路管理者（国土交通省、静岡県、富士市）、富士警察署、 

富士山観光交流ビューロー、民間事業者、交通事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

出典：静岡県自転車活用推進計画 

提供：レバンテフジ静岡 

出典：地方版自転車活用推進計画策定の手引き 

提供：レバンテフジ静岡 

注 1：【具体的な取組事例】は、今後取り組む予定の事業のイメージとして他市の事例などを紹介しています 

注 2：【具体的な取組】は、市内で実際に取り組んでいる内容について記載しています 

注 3：◎は、各取組の実施主体を示しています（次項以降同様） 
 自転車競技大会の実施（評価・見直し）  新規大会誘致及び開催検討 
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取組 2 市民参加型の自転車競技大会等の開催 
取組内容 

 

○ 市民が参加できる自転車競技大会や自転車レースイベント等を開催 
 

【具体的な取組事例】 

・市民参加型の自転車競技大会 
        
・シティサイクルの耐久レースイベント       

 

 

・キッズレースなどサイクリングイベント      
 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、道路管理者（国土交通省、静岡県、富士市）、富士警察署、 

富士山観光交流ビューロー、民間事業者、交通事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

 

 

 

 
 
 

実施 

提供：レバンテフジ静岡 

提供：富士スピードウェイ 

提供：レバンテフジ静岡 提供：ROOTS SPORTS JAPAN 
 市民参加型自転車競技大会の実施（評価・見直し）  新規イベント開催検討及び開催支援 
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取組 3 自転車競技及びパラサイクリングの普及啓発イベントの開催 
取組内容 

 

○ サイクルスポーツ及びパラサイクリングの体験会実施 
 

【具体的な取組】 

・プロサイクリングチームが教えるスポーツサイクル教室 
  
 

 

 

 

 

 

 

【具体的な取組事例】 

・パラサイクリング体験イベント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 
◎富士市、民間事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：静岡県自転車活用推進計画（静岡県） 
 スポーツサイクル体験会の継続実施（評価・見直し） 

パラ体験会開催検討 パラサイクリング体験会の実施（評価・見直し）  パラ体験会の実施検討 
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方針 ２  サイクルスポーツ振興を支える人材の育成の推進 

施策 2-1 自転車競技者や指導者等の発掘、育成 

取組 4 アスリートを目指す契機となる機会の創出 

取組内容 
 

○ 職業講話やパブリックビューイングなど、自転車競技に触れる機会の創出 
 

【具体的な取組】  

・トップアスリートによる職業講話 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的な取組事例】 

・自転車レースイベントのパブリックビューイング    
 

 

 

 

・イベントと連携したパラスポーツを  ・プロの自転車選手の走りを体感できる 

体験するブース             動画の配信      
 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

  

 

  

      

 

 

出典：富士市ジュニアスポーツアカデミー 

提供：富士スピードウェイ 出典：（一社）富士山観光交流ビューロー 

提供：レバンテフジ静岡 

 職業講話の継続実施（評価・見直し） 

パラ体験会開催検討 新規取組の実施（評価・見直し）  新規取組検討 

第 

５ 

章 



 

38    

取組 5 自転車アスリート及びパラサイクリストの育成の支援 

取組内容 
 

○ ジュニアチームの育成支援 
 

【具体的な取組事例】 

・トップアスリートと連携したジュニアチーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地元コースを活用した練習環境の確保 

 

【具体的な取組】  

・起伏のある地形を活用した地元コース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 全国規模の競技大会に出場する選手の支援 

 

【具体的な取組】 

・全国大会規模の大会出場者へ競技会出場賞賜金の交付 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、民間事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

 

          

 

 

 

 

 

 

出典：フジヤマパワーライントレイル 広域基幹林道富士山麓線 フジヤマパワーライントレイル 

 ジュニアチーム育成支援等の実施（評価・見直し）  パラサイクリスト育成支援の検討 実施（評価・見直し） 
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取組 6 指導者の養成・確保・活用 

取組内容 
 

○ 安全・継続的に自転車アスリートを育成するための指導者の育成 
 

【具体的な取組事例】 

・指導者の育成を目的とした講習会や指導者を対象としたスポーツ医学講演会など 

 

 

 

 

 

 

  
実施主体と

関係機関 

◎富士市 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

 

 
 

 

     
 

 

 

 

取組 7 競技大会等の運営を担うボランティアの育成 

取組内容 
 

○ レース開催時のボランティアの育成 
 

【具体的な取組事例】 

・スポーツボランティアの育成、確保について、市内高等学校等と連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、民間事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

  

 

 

 

     
 

 

スポーツ指導者講習会 

 高等学校との連携検討 

 スポーツ指導者講習会等の継続実施（評価・見直し） 

講習会受講支援の実施  指導者講習会受講支援の検討 

実施（評価・見直し） 

 指導者の活用検討 活用の実施 

 一般、民間企業のボランティアとの連携の継続実施 
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目標Ⅱ. サイクルツーリズム推進による地域活力の向上 

方針 ３ 魅力あるサイクリングコースの創出と情報発信の推進 

施策 3-1 魅力ある資源を活用したサイクリングコースの構築 

取組 8 富士山一周サイクリングルートと太平洋岸自転車道を接続するルートの構築 

取組内容 
 

○ 富士山一周サイクリングルートと太平洋岸自転車道をつなぐルートの設定及び整備 

 

【具体的な取組】 

・交通結節点や観光施設等をつなぐ接続ルートの設定 
 

 
 

 

・ナショナルサイクルルートの基準に則った路面標示や案内看板等の整備 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、◎道路管理者（国土交通省、静岡県、富士市） 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

出典：静岡県自転車活用推進計画（静岡県） 

太平洋岸自転車道 

富士山一周 
サイクリングルート 

伊豆半島 
一周ルート 接続ルート 

・新富士駅等の交

通結節点や主要

観光施設をつな

ぐルート設定 

 関係機関との調整 

 接続ルートの検討及びネットワーク計画との調整 路線ごとの検討・事業の実施 
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取組 9 近隣市町と連携したサイクリングコースの形成 
取組内容 

 

○ 近隣市町と連携したサイクリングコースの検討 

 

【具体的な取組事例】 

・近隣市町と連携したサイクリングコース 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、富士山観光交流ビューロー、近隣自治体 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

 
        

 
 

 

取組 10 市内を気軽に周遊するサイクリングコースの設定及び整備 
取組内容 

 

○ 市内の観光資源や商店などを巡るサイクリングコースの設定 

 

【具体的な取組事例】 

・市内の観光資源等を巡るサイクリングコース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、富士山観光交流ビューロー 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

        

 

  

 

出典：（一社）富士山観光交流ビューロー 

出典：（一社）富士山観光交流ビューロー 
 他市との連携協議 コースの検討等 コース設定・整備 

 新規コース検討 

 コース検討 コースの設定・整備 
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取組 11 オリジナルの路面標示や案内看板等の整備 

 

取組内容 

 

○ 国内外のサイクリストにわかりやすい本市オリジナルの統一した路面標示や案内看

板等の検討 

 

【具体的な取組事例】 

・看板の設置やピクトグラムによる案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 本市オリジナルのロゴやキャッチコピーの検討 

 

【具体的な取組事例】 

・サイクリングルートのロゴデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、道路管理者（国土交通省、静岡県、富士市） 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

      
 

    

 

 

 

出典：国土交通省 ナショナルサイクルルート制度 

出典：太平洋岸自転車道ナショナルサイクルルート指定推進協議会 
 路面標示・ロゴ検討及びネットワーク計画との調整 路線ごとの検討・事業の実施 
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施策 3-2 市内外に向けたサイクリング等の情報の発信 

取組 12 サイクリングに関する情報発信 

取組内容 
 

○ サイクリングマップの作成やウェブサイト、SNSを活用した情報発信の推進 

 

【具体的な取組事例】 

・サイクリングマップ作成やウェブサイトによる情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Facebook、Twitter、Instagram等の SNSを活用した情報発信 

 

 

○ モバイルアプリケーションを活用したイベント等による情報発信の検討 

 

【具体的な取組事例】 

・スマートフォンアプリと連携した情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

    

 

      

 

 

出典：（一社）富士山観光交流ビューロー 

出典：（公社）静岡県観光協会 静岡県公式観光アプリ～TIPS～ 
 ウェブサイト、SNS等の情報発信の実施（見直し）  アプリとの連携調査、検討 実施 
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取組 13 自転車関連情報発信ツールの多言語化の推進 

取組内容 
 

○ サイクリングマップ、ウェブサイト、自転車の交通ルールやマナー啓発のチラシな

ど、自転車に関する情報発信ツールの多言語化 

 

【具体的な取組事例】 

・多言語化したサイクリングガイドマップやウェブサイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

    
 

      

 

 

取組 14 海外に向けたサイクルツーリズムに関する情報発信 
取組内容 

 

○ 海外のイベントにて本市のサイクルツーリズムに関する情報を発信 

 

【具体的な取組事例】 

・台北国際自転車見本市（台北サイクルショー）等の静岡県ブース内での情報の発信 

 

実施主体と

関係機関 

◎静岡県、富士市、富士山観光交流ビューロー 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

 

出典：（一社）富士山観光交流ビューロー 
 既存ツールの多言語化 

 調査、検討 

新規ツールの多言語化 

実施 

第 

５ 
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方針 ４ サイクリストの受入環境の構築 

施策 4-1 サイクリストが快適に過ごすための環境の構築 

取組 15 サイクリスト受入機能を持つ施設やサービスの促進 

取組内容 
 

○ サイクリストが休憩、情報収集ができるサイクルステーションの設置 

 

【具体的な取組事例】 

・自転車の利用を促進する拠点施設としてのサイクルステーション 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 自転車の室内持込可能施設やバイシクルピットの設置など、サイクリストのニーズ

にあった施設やサービスの促進 

 

【具体的な取組事例】 

・室内に自転車を持ち込みできる宿泊施設やカフェ 

 

 

 

 

 

 

 
 

・サービスを実施している施設へのサイン設置 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、富士山観光交流ビューロー、民間事業者、交通事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

  

 

    

 

 
 

 

 

 出典：宮サイクルステーション（宇都宮市） 

出典：静岡県自転車活用推進計画（静岡県） 

出典：ゆるゆる遠州サイクルツーリズム 
 サイクルステーション設置（評価・見直し）  立ち寄り店認定制度検討 認定の実施 

第 
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取組 16 観光客向けライドイベント等の促進 
 

取組内容 

 

○ サイクリスト向けロングライドイベントの実施の検討 

 

【具体的な取組事例】 

・富士山一周サイクリングイベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ アクティビティ等の観光資源を活用したライドイベントの実施検討 

 

【具体的な取組事例】 

・須津川渓谷バンジージャンプ体験付ライドイベント 

 

 

 

 

 

 

 

・フジヤマパワーライントレイルを活用した MTB体験イベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、富士山観光交流ビューロー 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

     
 

     

  

提供：ROOTS SPORTS JAPAN 

 ライドイベントの検討 実施（見直し） 

第 

５ 
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47    

取組 17 サイクリングガイドやサポートライダーの育成の促進 
取組内容 

 

○ 各種団体と連携したサイクリングガイドやサポートライダーの育成 
 

【具体的な取組事例】 

・サイクリングガイド、サポートライダーの育成事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎民間事業者、富士市 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

 

取組 18 公共交通と自転車の連携を促進 

取組内容 
 

○ 公共交通機関へのバイシクルピットの設置 

 

【具体的な取組事例】 

・空気入れやメンテナンス工具の貸出、休憩スペースを提供するバイシクルピットの設置 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

○ 自転車での市内周遊性に向けた、交通事業者と連携したサービスの検討 

 

【具体的な取組事例】 

・自転車を積み込めるバスや鉄道 

・自転車も一緒に搬送するタクシーサービス 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、交通事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

     
 

     
 

 連携内容の調査・検討 

静岡県 バイシクルピット共通マーク 

出典：静岡県東部地域スポーツ産業振興協議会 

 継続実施 

実施（見直し） 

第 
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施策 4-2 観光客等の周遊性の向上につながる機能の充実 

取組 19 E-BIKE等を活用したレンタサイクル事業の推進 
取組内容 

 

○ サイクルステーションで行う E-BIKEのレンタサイクル事業の実施と新規レンタサ

イクル拠点の検討 

 

【具体的な取組事例】 

・新富士駅観光案内所で行う E-BIKEのレンタサイクル事業 

 

 

 

 

 

 

 

○ E-BIKEの試乗体験会の実施 

 

【具体的な取組】 

 ・E-BIKEの性能を体験する試乗体験会の実施 

 
 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、富士山観光交流ビューロー 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

取組 20 シェアサイクルの導入検討 

取組内容 
 

○ 電動アシスト自転車を活用したシェアサイクルの実証実験及び導入の検討 

 

【具体的な取組事例】 

・電動アシスト自転車のシェアサイクル事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、民間事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

出典：（一社）富士山観光交流ビューロー 新富士駅観光案内所 富士山レンタサイクル 

 レンタサイクル事業の実施  新規拠点の調査・検討 整備・実施 

 導入検討 実証実験の実施（評価） 

第 
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目標Ⅲ. 安全安心 

方針 ５ 市民の交通安全意識の向上と自転車の安全性の確保 

施策 5-1 自転車の交通ルール・マナー等の広報啓発 

取組 21 幅広い世代に対しての安全教育の実施 
取組内容 

 

○ 小学生、中学生、高校生、高齢者を対象とした自転車の安全教育の実施 
 

【具体的な取組】 

・小学生や高齢者を対象とした安全教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自転車の交通ルールやマナーの普及・啓発活動の推進 
 

【具体的な取組】 

・プロサイクリングチームを活用した交通安全運動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

実施主体と

関係機関 

◎富士警察署、◎富士市 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

 

 
 
 
 

出典：（一社）静岡県交通安全協会 

 継続実施（評価・見直し） 

第 

５ 
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取組 22 自転車交通安全啓発ツールの活用による通行ルールの周知 
取組内容  

○ 交通安全に関するリーフレットを活用した通行ルールの周知 
 

【具体的な取組】 

・自転車安全利用五則に関するリーフレットの配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

○ リーフレットを活用したヘルメット着用等の広報啓発 
 

【具体的な取組】 

・静岡県自転車条例のチラシの配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、静岡県、富士警察署、民間事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

 
 

出典：警察庁 

出典：静岡県 
 継続実施 

第 
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施策 5-2 安全な自転車の利用促進 

取組 23 安全な自転車の購入や定期的な点検整備を促進するための広報啓発 
取組内容  

○ 自転車の安全基準に係るマークの広報啓発 
 

【具体的な取組事例】 

・JISマーク、BAAマーク、SGマークに関する広報啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

○ 市内の高校や企業に向けた TSマークの普及を推進 
 

【具体的な取組】 

・TSマークに関するリーフレットの配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、静岡県、富士警察署、民間事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

出典：（一社）自転車協会 

出典：静岡県 
 継続実施 

第 
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取組 24 自転車損害賠償保険の加入促進 
取組内容  

○ 広報啓発チラシ等を活用した自転車損害賠償保険の加入促進 
 

【具体的な取組】 

・自転車損害賠償保険加入促進のチラシ配布 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

○ 企業の従業員に向けた自転車損害賠償保険加入促進の広報啓発 
 

【具体的な取組事例】 

・自転車通勤導入の促進と連動した広報啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、民間事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

 
 

出典：静岡県交通安全対策協議会 

出典：自転車活用推進官民連携協議会 
 継続実施 

第 
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方針 ６ 安全で快適な自転車走行環境の構築 

施策 6-1 自転車走行空間の計画的な整備 

取組 25 自転車走行空間ネットワーク計画の策定 
取組内容  

○ 市民やサイクリストが安全で快適に利用できる自転車走行空間の整備計画を策定 
 

【具体的な取組】  

・自転車走行空間の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考資料】 

・自転車走行空間の整備による効果事例について 

 
 出典：第 2回安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会（国土交通省） 

参考：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン H28/静岡県自転車道等設計仕様書 H29 

第 
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自転車走行空間の基本的な整備形態のイメージ 

１.自転車道 ２.自転車専用通行帯 
３.車道混在 

(自転車と自動車を混在通行とする道路) 

縁石線等の工作物により構造的に分離され

た自転車専用の通行空間。 

 

道路交通法により指定された、自転車が専

用で通行する車両通行帯。自転車と自動車

を視覚的に分離。 

自転車と自動車が車道で混在。自転車の 

通行位置を明示し、自動車に注意喚起する

ため必要に応じて路肩のカラー化、帯状の

路面標示やピクトグラム等を設置。 

富士駅南口田子浦線(道の駅富士付近) 鷹岡富士停車場線(富士駅付近) 自転車道の事例 
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【富士市自転車走行空間ネットワーク計画の構想図】 

・日常生活における自転車走行空間ネットワークの基本的な考え方 

  ☛本市の集約・連携型都市づくり推進戦略等の考え方に基づき、商業や学校、公共施設等
の主要な都市機能を誘導・集約する地域拠点内や拠点間をつなぐ、自転車走行空間ネッ
トワークの構築 

  ☛大型車が多い路線を避けることや富士市内の自転車関連事故の傾向など、自転車利用環
境を把握し、その対策を考慮したルートを検討 

 

 
 

・観光利用における自転車走行空間ネットワークの基本的な考え方 

☛新富士駅等の交通結節点や商店や観光資源等をつなぐ本市オリジナルサイクリングル
ートや市民が気軽に利用できるサイクリングコースと連携した自転車走行空間ネット
ワークの構築 

 

 
 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、道路管理者（国土交通省、静岡県、富士市）、富士警察署 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

※今後関係機関などとの協議により、変更となる可能性があります。 

※今後関係機関などとの協議により、変更となる可能性があります。 

 庁内検討 ネットワーク計画策定 

関係機関との協議・調整 

路線ごとの検討・事業の実施 

第 

５ 
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方針 ７ 安全で快適な駐輪環境の確保 

施策 7-1 駐輪場の利用環境の向上 

取組 26 駐輪需要に対応した駐輪環境の確保 
取組内容  

○ 既存駐輪場の収容台数を確保する区画整理や整頓などの実施 
 

【具体的な取組】 

・自転車を止める位置をわかやすくし、収容台数を確保するための区画整理 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 施設の老朽化による改修や再開発事業等の機会を活用した駐輪場のリニューアル 
 

【具体的な取組事例】 

・照明の LED化や内装工事等による駐輪場のリニューアル 

 

 
 

○ 市民の需要に応じた新規駐輪場の検討・整備 
 

【具体的な取組事例】 

・道路に設置する小型分散型駐輪場 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

      

 

    

 

出典：富士市自転車利用総合計画 報告書 

 継続実施（評価・見直し）  新規駐輪場及び改修駐輪場の検討 

第 
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取組 27 防犯対策及び放置自転車対策の推進 
取組内容  

○ 駐輪場内の整理整頓等の推進による防犯対策 
 

【具体的な取組】 

・市営駐輪場の整理整頓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ パトロールによる防犯対策及び放置自転車対策の推進 
 

【具体的な取組】 

・自転車等放置禁止区域のパトロール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、富士警察署 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

富士駅周辺自転車等放置禁止区域 

吉原駅北自転車駐輪場 

 継続実施（評価・見直し） 

第 
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目標Ⅳ. 裾野拡大 

方針 ８ 日常における自転車の利用の促進 

施策 8-1 自転車に対する興味を持つためのきっかけづくり 

取組 28 自転車の魅力を発信する施設の整備 

取組内容  

○ 自転車の魅力を発信し、市民の交流や地域の賑わいの場となるサイクルステーショ

ンの設置 

【取組 15 取組内容 再掲】 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、交通事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

 

取組 29 トップカテゴリーの自転車競技大会の誘致及び開催 

 【取組 1 再掲】 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、道路管理者（国土交通省、静岡県、富士市）、富士警察署、 

富士山観光交流ビューロー、民間事業者、交通事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

 

 

取組 30 自転車関連製品の開発事業者との連携 
取組内容  

○ 自転車関連製品開発等を行う民間事業者等との連携 
 
 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、民間事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

 

 

 

 

 

 開発連携 運用支援 

 自転車競技大会の実施（評価・見直し）  新規大会誘致及び開催検討 

 サイクルステーション設置（評価・見直し） 

第 

５ 
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施策 8-2 日常生活で気軽に自転車を利用できる環境の確保 

取組 31 日常生活における自転車利用の促進 

取組内容 
 

○ 日常的な自転車利用を促す広報啓発 

 

○ 5月の自転車月間での啓発の推進 

 

○ 子ども乗せ自転車等の購入支援の検討 

 

○ 自転車での市内周遊性に向けた、交通事業者と連携したサービスの検討 

  【取組 18 取組内容 再掲】 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、交通事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

 

取組 32 シェアサイクルの導入検討 

 【取組 20 再掲】 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、民間事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

           

 

 

施策 8-3 市民が気軽にサイクリングを楽しめる環境の構築 

取組 33 市内を周遊するサイクリングコースの設定及び整備 

【施策 10 再掲】 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、富士山観光交流ビューロー 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

        

 

  

 

 
 

実施/検討 

 広報啓発の継続実施、方法の見直し  購入支援制度の検討 実施 

実施（見直し）  連携内容の調査・検討 

 導入検討 実証実験の実施（評価） 

 新規コース検討 

 コース検討 コースの設定・整備 

第 

５ 
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取組 34 市内周遊のサイクリングコースを活用したライドイベントの開催 
取組内容  

○ 市内サイクリングコースを活用したサイクリングガイドツアーの推進 
 

【具体的な取組】 

・サイクリングガイドツアー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ プロサイクリングチーム等のファンライドイベントの実施 
 

【具体的な取組】 

・プロサイクリングチームのファンライドイベント 

 

 

 

 

 

 

 

○ モバイルアプリケーションを活用したサイクリングイベントの検討 
 

【具体的な取組事例】 

・スマートフォンアプリを活用したサイクリングイベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、民間事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

  

 

      

 

 

 

提供：ふじのくに eastサイクリストクラブ 

提供：ROOTS SPORTS JAPAN 
 継続実施  新規イベント開催検討 実施（評価・見直し） 
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方針 ９ 自転車を活用した健康増進と環境負荷の低減の推進 

施策 9-1 自転車を活用した健康づくりと自転車通勤の推進 

取組 35 健康増進に関する広報啓発 
取組内容  

○ 自転車の活用による健康増進効果等を伝える情報の発信 

 

○ 自転車が環境負荷の低減に資する乗り物であることを伝える情報の発信 

 

○ 市民向けに自転車通勤による健康増進効果などについて広報啓発 
 

【具体的な取組事例】 

・セミナーによる啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

               

出典：地方版自転車活用推進計画策定の手引き 
 実施内容検討 実施 
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取組 36 自転車通勤等の推進 

取組内容  

○ 自転車通勤宣言企業の取得促進 
 

【具体的な取組事例】 

・宣言企業の認定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 企業向けに自転車通勤や自転車の業務利用などについて広報啓発 
 
【具体的な取組事例】 

・自転車通勤導入に関する手引き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、民間事業者 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

  
 

        

 

出典：自転車活用推進官民連携協議会 

出典：自転車通勤導入に関する手引き（国土交通省） 
 実施内容検討 実施 
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方針 １０ 自転車を活用した防災の推進 

施策 10-1 災害時における自転車活用の推進 

取組 37 自転車を活用した災害時の危機管理体制の強化 
取組内容  

○ 災害時における自転車を活用した住民の避難などの検討 
 

 

○ 災害時における自転車を活用した道路等公共施設の被害状況調査などの検討 
 

【具体的な取組事例】 

・道路の緊急点検用自転車の配備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 災害時における自転車を活用した情報収集や伝達などの検討 

 

実施主体と

関係機関 

◎富士市、道路管理者（国土交通省、静岡県、富士市）、施設管理者、自主防災組織 等 

実施工程 

（年度） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

   
 

       

 

出典：地方版自転車活用推進計画策定の手引き（案） 

 活用検討・検証 訓練での実施 
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３. 評価指標 
 

計画の施策を測る指標を設定しました。施策ごとに実施した活動量を表す「活動指標」を設定し、

４つの目標ごとに各施策の実施によりもたらされる「成果指標」を設定しました。２つの指標を用い

て、計画の進行管理を行っていきます。 
  

目標 計画の成果指標と活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

Ⅰ. 

サ イ ク ル 

スポーツ  

【成果指標Ⅰ】 

自転車競技大会及び自転車イベントの年間集客数 
人/年 0 5,000 

【活動指標 1-1】 自転車競技大会の年間開催回数 
回/年 0 2 

【活動指標 2-1】 サイクルスポーツ体験教室の累計 

受講者数 
人 

37 
(R2) 

240 

Ⅱ.  
サ イ ク ル 

ツ ー リ ズ

ム 

 

【成果指標Ⅱ】 

サイクルステーションに関連した年間消費額(※) 
千円/年 0 6,150 

【活動指標 3-1】 サイクリングコースの設置数 
コース 

3 

(R2) 
8 

【活動指標 3-2】 自転車に関するサイトの年間閲覧数 
PV/年 0 45,000 

【活動指標 4-1】 サイクルステーションの年間利用者数 
人/年 0 2,500 

 宿泊施設や飲食店舗等のサイクリスト

の受入認定店舗の累計数 
件 0 50 

【活動指標 4-2】 レンタサイクルの年間貸出台数 
回/年 

721 

（H30） 
2,000 

Ⅲ. 

安全安心 

 

 

【成果指標Ⅲ】 

年間の自転車事故発生件数 
件/年 

250 
(R1) 

225 

【活動指標 5-1】 自転車安全利用五則の内容をすべて 

知っている人の割合 
％ 

55 
(R2) 

60 

【活動指標 5-2】 自転車通勤、通学者へ TSマークを 

推奨している企業や高校の累計数 
カ所 

5 
(R2) 

11 

【活動指標 6-1】 富士市自転車走行空間ネットワーク 

計画の策定 
件 0 1 

【活動指標 7-1】 駐輪に関する防犯や利用マナーアップ 

キャンペーンの累計数 
回 

3 
(R2) 

23 

Ⅳ. 

裾野拡大 

 

【成果指標Ⅳ】 

自転車の交通分担率の割合 
％ 

5.5 
(H27) 

6.0 

 週に１回以上自転車を利用する人の割合 ％ 
44.5 
(R2) 

50 

【活動指標 8-1】 サイクルステーションから情報発信を

行う年間の回数 
件/年 0 200 

【活動指標 8-2】 自転車利用を促す広報啓発活動の累計

数 
件 0 10 

【活動指標 8-3】 自転車ライドイベント等の魅力を 

伝えるイベントの年間実施回数 
回/年 

4 
(R2) 

10 

【活動指標 9-1】 自転車通勤宣言企業の累計取得企業数 企業 

団体 
0 5 

【活動指標 10-1】 自転車を活用した防災訓練の累計 

実施回数 
回 0 25 

※ 消費額の目標値算出は、以下により行っています。 

サイクルステーションの年間利用者数(目標)×1,500 円（アンケート調査「サイクリングに出かける場合に消費する金額」を参考）

と、レンタサイクルの年間貸出数×2,000円（レンタサイクル 3時間以内の１台当たりの貸出金額）の合計 
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